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澤瀬　隆：Implant Supracrestal Complex について考える. 日本口腔インプラント学会誌 第42回九州支部学術大会

(鹿児島) プログラム・抄録集 : 24 2024.

澤瀬　隆：インプラント咬合のエビデンスを探る. 日本顎咬合学会誌: 咬み合わせの科学 44(特別号): 64, 2024.
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osteonecrosis of the jaw MRONJ 薬剤関連顎骨壊死で期待される歯科衛生士の役割】. デンタルハイジーン 44(2): 
142-163, 2024.

澤瀬　隆,十河基文：臨床へ実装されるバイオロジー研究～研究室から診療室へ～ 骨質研究を基盤とした新規イ

ンプラントデザインの開発 インプラント開発研究の経緯から上市まで. 日本補綴歯科学会誌 16(1): 5, 2024.
池田悠希,森石武史,辻麻　美,神前圭吾,乾千珠子,阿部真土,前田隆史,松下祐樹,澤瀬　隆,大庭伸介：ヒト多能性幹

細胞を用いた沿軸中胚葉由来膜性骨前駆細胞誘導系の開発と検証. 日本解剖学会総会・全国学術集会抄録集(CD-
ROM) 129th:  2024.
黒嶋伸一郎,Al-OmariFarahA.,右藤友督,内田悠介,澤瀬　隆：副甲状腺ホルモン製剤の間歇的投与がインプラント

周囲硬軟組織の早期治癒過程に与える影響の検索. 日本口腔インプラント学会誌 37(1): E20-E21, 2024.
楢原　峻,一瀬創介,山之内裕也,黒嶋伸一郎,四道玲奈,大場誠悟,澤瀬　隆：骨吸収抑制薬服用中の患者に対して人

工骨補填材で骨造成を行った1例. 日本口腔インプラント学会誌 37(1): E7, 2024.
長野敏樹,魚返拓利,山本英幸,原　昌士,広瀬秀徳,富塚順子,浅見麻乃,澤瀬　隆,住田吉慶：歯槽骨再生を対象とし

た同種iPS細胞由来巨核球製剤の開発. 日本再生医療学会総会(Web) 23rd(特別号): [P2-36], 2024.
黒嶋伸一郎,石嵜智大,右藤友督,澤瀬　隆：インプラント周囲炎モデルラットにおけるマクロファージ動態解析研

究. 日本骨形態計測学会雑誌 34(1): 118, 2024.

米澤大地,津田芙未香,尾立哲郎,澤瀬　隆：コニカルジョイントにおけるアバットメント締結時の沈下について. 
日本補綴歯科学会誌 16(九州支部学術大会特別号): 40, 2024.
上田　麗,福井淳一,竹中広登,平曜　輔,澤瀬　隆：2種類のスキャナーを用いて計測した歯列に重ね合わせた支台

歯の再現性. 日本歯技 (664): 25-30, 2024.
里　美香,尾立哲郎,黒木唯文,平尾直美,恒任日奈子,澤瀬　隆：当院口腔管理センターにて周術期口腔管理を行っ

た患者の口腔インプラント治療の現状調査. 日本口腔インプラント学会誌 37(特別号): O, 2024.

小笠原一行,尾立哲郎,右藤友督,澤瀬　隆：口蓋下粘膜または上顎結節からの結合組織移植後のインプラント周囲

組織の安定性 ランダム化比較試験. 日本口腔インプラント学会誌 37(特別号): O, 2024.
右藤友督,尾立哲郎,山之内裕也,澤瀬　隆：印象採得方法の違いがサージカルガイドプレートの適合性に与える影

響. 日本口腔インプラント学会誌 37(特別号): P, 2024.

黒嶋伸一郎,右藤友督,内田悠介,澤瀬　隆：副甲状腺ホルモン製剤の口腔内間歇的投与が卵巣摘出ラット上顎骨に

埋入されたインプラント周囲硬軟組織の早期治癒に与える影響. 日本骨代謝学会学術集会プログラム抄録集 42
回: 185, 2024.
竹中広登,吉田圭一,澤瀬　隆：大臼歯用CAD/CAMブロックと接着したレジンセメントの摩耗特性. 日本補綴歯科

学会誌 16(特別号): 246, 2024.
津田芙美香,吉田圭一,澤瀬　隆：プライマー成分がレジンセメントのジルコニアとの接着強さに及ぼす影響. 日
本補綴歯科学会誌 16(特別号): 303, 2024.
吉田圭一,澤瀬　隆：ファイバーポストのブラスティング処理が支台築造用レジンとの接着強さに及ぼす影響. 日
本補綴歯科学会誌 16(特別号): 253, 2024.
吉田圭一：ファイバーポストを使用したレジン支台築造の臨床経過と接着ーファイバーポストと築造窩洞の前

処理ー. 日本補綴歯科学会誌 16(3): 360-369, 2024.
尾立哲郎：活性酸素種を制御する生体材料の開発. 日本補綴歯科学会誌 16(九州支部学術大会特別号): 25, 2024.
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長野敏樹, 山本英幸,澤瀬 隆,浅見麻乃,住田吉慶：歯槽骨再生を対象とした同種iPS細胞由来巨核球製剤の開発. 歯
科基礎医学会 2024: P2, 2024.
山本英幸, 大場誠悟, 尾立哲郎, 澤瀬 隆：骨吸収抑制薬服用中患者の抜歯窩治癒不全に対するインプラント治療の

工夫. 日本口腔インプラント学会誌 第42回九州支部学術大会(鹿児島) プログラム・抄録集 :  2024.
李 爍貝, 黒嶋伸一郎, 右藤友督, 中島和慶, 澤瀬 隆：繰り返し荷重が卵巣摘出ラット上顎のインプラント周囲

BRONJに与える影響の検索. 日本口腔インプラント学会誌 第42回九州支部学術大会(鹿児島) プログラム・抄録集 
: 47, 2024.

長野敏樹,広瀬秀徳,富塚順子, 山本英幸,澤瀬 隆,浅見麻乃,住田吉慶：歯槽骨再生を対象とした同種iPS細胞由来巨

核球製剤の開発. 日本口腔インプラント学会誌 37(特別号): P, 2024.
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澤瀬　隆・教授 教育研修委員会委員長 公益社団法人日本口腔インプラント学会

澤瀬　隆・教授 理事 公益社団法人日本補綴歯科学会

澤瀬　隆・教授 専門医試験委員 日本口腔インプラント学会

澤瀬　隆・教授 代議員 公益社団法人日本補綴歯科学会

澤瀬　隆・教授 教育問題委員会委員長 一般社団法人日本デジタル歯科学会

澤瀬　隆・教授 教育問題委員会副委員長 日本デジタル歯科学会

澤瀬　隆・教授 抄録査読委員会 公益社団法人日本口腔インプラント学会

澤瀬　隆・教授 理事 一般社団法人日本デジタル歯科学会

澤瀬　隆・教授 理事 公益社団法人日本口腔インプラント学会

澤瀬　隆・教授 代議員 日本デジタル歯科学会

澤瀬　隆・教授 代議員 公益社団法人日本口腔インプラント学会

澤瀬　隆・教授 学術委員会委員長 公益社団法人日本補綴歯科学会

澤瀬　隆・教授 教育研修委員会委員長 公益社団法人日本口腔インプラント学会

尾立哲郎・准教授 財務委員会 公益社団法人日本口腔インプラント学会

吉田圭一・講師 修練医・認定医・専門医認定委員会委員 公益財団法人 日本補綴歯科学会

張　暁旭・助教 修練医・認定医・専門医制度委員 公益財団法人 日本補綴歯科学会

吉田圭一・講師 評議員 日本接着歯学会

吉田圭一・講師 代議員 公益財団法人 日本補綴歯科学会

尾立哲郎・准教授 学会連携委員会 公益財団法人 日本補綴歯科学会

尾立哲郎・准教授 代議員 公益社団法人日本口腔インプラント学会

尾立哲郎・准教授 教育研修委員会・幹事 公益社団法人日本口腔インプラント学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

澤瀬　隆・教授 京セラ株式会社
荷重付加インプラント周囲炎モデルにおける配向型ス
レッドの効果に関する研究

澤瀬　隆・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「GPx4に着
目したビスホスホネート製剤関連顎骨壊死に
対する予防・治療法の開発」

澤瀬　隆・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ＭΦのリ
プログラミングによるインプラント周囲炎の
新規治療法開発と病因解明研究」

小堤涼平・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「MΦのリプロ
グラミングを機軸としたMRONJの病態形成機構
解明と治療法開発基盤構築研究」

右藤友督・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「GGOHを利
用したインプラント周囲における骨質改善療
法の開発研究」

尾立哲郎・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「フェロ
トーシス抑制効果の骨形成に対する作用機序
解明」

長野敏樹・助教

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

澤瀬　隆・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージ階層構造と組織配向性制御によるイ
ンプラント周囲炎の病態形成機構解明」

小堤涼平・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　研究活動スタート支援
「M1マクロファージを機軸としたMRONJの病態
形成機構解明と治療法開発基盤構築研究」

右藤友督・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ＭΦのリ
プログラミングによるインプラント周囲炎の
新規治療法開発と病因解明研究」

右藤友督・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージ階層構造と組織配向性制御によるイ
ンプラント周囲炎の病態形成機構解明」

右藤友督・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「マクロ
ファージ階層構造と組織配向性制御によるイ
ンプラント周囲炎の病態形成機構解明」

小堤涼平・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)
「Osteomacsを機軸とした薬剤関連顎骨壊死の
病因病態解明と革新的治療法開発研究」

張　暁旭・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「自己非培養
脂肪組織由来細胞移植によるインプラント周
囲炎新規治療法開発基盤構築研究」

山本英幸・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「人工骨複合型
スフェロイドによる新規骨再生技術の開発」

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 研究活動スタート支援
「巨核球の分化制御が織りなす骨再生・骨疾
患治療の開発 」

張　暁旭・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「GGOHを利
用したインプラント周囲における骨質改善療
法の開発研究」

尾立哲郎・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「GPx4に着
目したビスホスホネート製剤関連顎骨壊死に
対する予防・治療法の開発」
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特 許

その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

特願2007-119741

澤瀬　隆・教授
歯科インプラント用フィクス
チャーおよび歯科インプラント

2015年11月11日 2020年12月4日 JP2015081734

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

澤瀬　隆・教授 インプラント周囲炎の治療器具 2012年8月8日 出願中 特願2012-176122

澤瀬　隆・教授
歯科用セラミックス焼結体およ
びその製造方法

2007年4月26日 出願中 特願2007-117751

澤瀬　隆・教授 インプラント 2007年4月27日 出願中

破骨細胞への分化抑制に用いる
ための組成物

2024年2月21日

澤瀬　隆・教授
歯科インプラント用フィクス
チャーおよび歯科インプラント

2015年11月11日 出願中
P002017 
03315（インドネシア）

澤瀬　隆・教授
歯科インプラント用フィクス
チャーおよび歯科インプラント

2015年11月11日 出願中
PI201770 
1891（マレーシア）

澤瀬　隆・教授
歯科インプラント用フィクス
チャーおよび歯科インプラント

2015年11月11日 出願中
1120170 
4197U（シンガポール）

澤瀬　隆・教授
歯科インプラント用フィクス
チャーおよび歯科インプラント

2015年11月24日 出願中
1041389
36（台湾）

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

澤瀬　隆・教授 非常勤講師（歯科補綴学） 九州大学歯学部

公益社団法人日本補綴歯
科学会

Implant-assisted removable 
partial dentures: Part I. a 
scoping review of clinical 
applications. J Prosthodont 
Res. 2024 Jan 16;68(1):20-
39. doi: 10.2186/jpr.

澤瀬　隆・教授
生体インプラントおよび生体イ
ンプラントの製造方法

2021年1月28日 出願中 特願2021-574097

吉田圭一・講師 遮光性組成物 1989年9月22日 1991年5月9日 特願109307

長野敏樹・助教 骨形成組成物 2024年2月14日 出願中 特願2024-019962

長野敏樹・助教

右藤友督・助教
First prize in Oral 
Presentation

Bangkok International 
Symposium of Implant 
Dentistry

Mechanical loading 
decreases necrotic bone in 
ovariectomized rat BRONJ-
like lesions

右藤友督・助教 Excellent Poster Award 日韓中補綴歯科学会

Effects of implant 
placement on long-term 
distribution of denatured 
collagen in peri-implant 
bone in rat maxillae

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

澤瀬　隆・教授 学会論文賞

長野敏樹・助教 優秀ポスター発表賞 
第 54 回公益社団法人日
本口腔インプラント学会
学術大会

歯槽骨再生を対象とした同種
iPS細胞由来巨核球製剤の開発

吉田圭一・講師 硬化性接着剤組成物 1989年12月6日 1991年8月1日 特開177470

山本英幸・助教
創傷部洗浄器具及び洗浄器具本
体

2024年12月24日 出願中 特願2024-226869

出願中 特願2024-024967

長野敏樹・助教 優秀演題賞
第23回日本再生医療学会
総会 

歯槽骨再生を対象とした同種
iPS細胞由来巨核球製剤の開発

長野敏樹・助教 モリタ優秀発表賞
第66回歯科基礎医学会学
術大会 

歯槽骨再生を対象とした同種
iPS細胞由来巨核球製剤の開発
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